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無責任

無責任

有益 有德

急迫する へこむ

優越くぼむ する



正史
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冊 本 勉强

手配

知行 稚氣 証



服喪

義兄弟

春 日 出いぬ の
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代打

大辭林

大辭林 蹶起 勢 立 上いよく ち がること

大辭林

發告
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中堅

出世街道



布陣

品種 生物 担任

同一性

法務 与件 鬪士 代金 法律上 海辺 一石二鳥 年內 有ずつ

德 上層部

見 物質 変化る の
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信賴性 信憑性 信賴 信憑

自尊心 自負心 自尊 自負

信用 信賴 信賴性 信憑 信憑性しんぴょう

自主 自信 自尊 自任

自認 自負 矜持 自恃

自尊心 自負心 意識プライド エリ ト

新

語 未知語



參考文獻

池原悟 外 日本語語彙大系 岩波書店

日本電子化辭書硏究所 電子化辭書仕樣說明書

國立國語硏究所 分類語彙表 秀英出版

國立國語硏究所 分類語彙表 改訂增補版 國立國語硏究所

宮島達夫 小沼悅 言語硏究 利用におけるシソ ラスの 硏究報告

集 國立國語硏究所

長尾眞 自然言語處理 岩波講座 科學 岩波書店ソフトウェア

田島毓堂 分類語彙表 發展 言語敎育 語彙コードからの のための

詳細 提案コードの



韓 有 錫

要 旨

本稿 並列 開發 對 學問的 敎育的 産業的側面等五 側面では はじめに シソーラスの に して つの から、 、 、

意義 叙述 次 日本 韓國 開發現況 列擧 特 韓國 國語全体その を し に と のシソーラスの を しながら に では、 、

對象 開發 非常 遲 指摘を にするマクロシソーラスの が に れていることを した

次 章 韓國語 補完に シソーラスの、 分類語彙表 硏究用 敎育用 向では は としては いているが、 、 、

情報處理用 向 分類語彙表 長所 短所 述 分類語彙表としてはあまり いていないという の と を べ その の、 、

改善策 分類語 万 万語 擴大 分類体系 細分化 情報處理として を に すること それとともに を して、

用 使 主張 分類語彙表 頻度數情報 記入 方法 限としても いやすくすることを した また にはない を する 、

定語情報 付 加 方法 記述を け える についても した

章 分類 方法の の 分類 基本原則 提示 分類上起 諸問題 中 特では まず の を し きられやすい の で、 、 、

日本語 韓國語 語形 同 意味 微妙 違 間違 漢語 外來語 分類方に と が は じだが が に っていて いやすい と の、 、

法 五 点 分 說明を つの に けて した

章 分類 根據 提供 延世韓國語辭典 利用上 問題点 述 章 分類 基では の を してくれる の の を べ では の、

底 分類語彙表 抱 問題点 述シソーラスである が えている を べた

章 最後の に 本文 內容 一度要約 最後 今後 本作業 進行 展望では の をもう し に の の を した、 、

韓國語 情報處理 分類語彙表 延世韓國語辭典キーワード シソーラス・データベース・ ・ ・ ・

大容量 頻度數情報 限定語情報シソーラス・ ・
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